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二
〇
一
二
年
（
平
成
二
四
年
）
五
月
七
日
、
元
法
学
部
長
・
常
任
理
事
の
生
田
正
輝
名
誉
教
授
が
八
九
歳
の
生
涯
を
終
え
ら
れ
た
。

　

生
田
先
生
は
、
一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
二
月
六
日
、
兵
庫
県
丹
波
市
柏
原
町
で
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
。
慶
應
義
塾
大
学
法

学
部
政
治
学
科
に
入
学
後
、
学
徒
動
員
で
戦
地
に
赴
か
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
卒
業
は
一
九
四
七
年
九
月
で
あ
っ
た
。
卒
業
後
た
だ
ち

に
法
学
部
助
手
に
任
用
さ
れ
た
。
学
部
時
代
は
米
山
桂
三
先
生
の
下
で
、
社
会
学
、
世
論
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
な
ど

を
学
ば
れ
て
い
た
。

　

生
田
先
生
は
法
学
部
政
治
学
科
で
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
一
九
四
六
年
に
米
山
先
生

主
導
の
下
で
新
聞
研
究
室
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
（
一
九
六
一
年
に
新
聞
研
究
所
に
改
組
）、
こ
の
研
究
室
（
研
究
所
）
の
運
営
に

も
深
く
関
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
五
一
年
に
助
教
授
、
一
九
五
七
年
に
教
授
に
昇
進
さ
れ
、
一
九
六
〇
年
か
ら
六
一
年
に
か
け

て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
訪
問
研
究
員
と
し
て
研
鑽
を
積
ま
れ
た
。

　

こ
の
間
、
生
田
先
生
は
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
を
精
力
的
に
進
め
ら
れ
、『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
諸

問
題
』（
一
九
五
七
年
）、『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
の
研
究
』（
一
九
六
八
年
）
と
い
っ
た
、
ま
さ
に
先
駆
的
な
著
作
を
上
梓

さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
当
研
究
領
域
に
お
け
る
先
生
の
評
価
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
な
り
、
慶
應
義
塾
の
み
な
ら
ず
日
本
の
マ

ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
の
確
固
た
る
基
盤
が
築
か
れ
た
と
言
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
生
田
先
生
が
研
究
に
専
念
で
き
る
日
は
そ
う
長
く
続
か
な
か
っ
た
。
一
九
六
五
年
に
は
す
で
に
体
育
会
理
事
に
就
任
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さ
れ
て
い
た
が
、
六
九
年
に
常
任
理
事
、
七
三
年
に
新
聞
研
究
所
所
長
、
七
七
年
に
法
学
部
長
・
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員
長
と

い
っ
た
要
職
に
次
々
と
就
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に
常
任
理
事
の
時
代
に
は
、
学
園
紛
争
の
処
理
に
あ
た
り
、
多

く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
さ
れ
た
と
聞
く
。

　

そ
の
後
、
一
九
八
三
年
に
は
常
磐
大
学
人
間
科
学
部
の
創
設
の
た
め
同
大
学
人
間
科
学
部
長
、
常
磐
学
園
理
事
と
し
て
招
か
れ
、

転
籍
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
転
籍
中
も
客
員
教
授
と
し
て
、
学
部
・
大
学
院
の
授
業
を
担
当
さ
れ
て
い
た
の
で
、
慶
應
義
塾
を
退

職
さ
れ
た
の
は
一
九
八
七
年
で
あ
り
、
同
年
名
誉
教
授
に
な
ら
れ
た
。
常
磐
大
学
で
の
勤
務
は
継
続
さ
れ
、
一
九
九
三
年
に
は
同
大

学
大
学
院
教
授
、
同
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
長
に
就
任
さ
れ
た
。

　

生
田
先
生
は
学
会
な
ど
様
々
な
社
会
的
活
動
を
通
し
て
多
く
の
貢
献
を
さ
れ
た
。
日
本
新
聞
学
会
（
現
日
本
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
会
）
会
長
を
務
め
ら
れ
、
ま
た
産
経
新
聞
紙
上
で
一
九
七
七
年
か
ら
八
六
年
ま
で
一
〇
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
「
マ
ス
コ

ミ
論
談
」
を
執
筆
さ
れ
、
ま
さ
に
新
聞
の
み
な
ら
ず
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
全
般
に
対
す
る
貴
重
な
ご
意
見
番
と
し
て
の
役
割
を
果
た
さ

れ
た
。

　

さ
ら
に
、
一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て
「
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
」
ブ
ー
ム
が
到
来
し
、
関
連
す
る
省
庁
や
業
界
、
有
識
者
な
ど
と
と
も

に
財
団
法
人
情
報
通
信
学
会
の
立
ち
上
げ
に
も
深
く
関
わ
り
、
そ
の
会
長
も
務
め
ら
れ
た
。
先
生
の
関
心
と
お
仕
事
は
、
次
第
に
情

報
通
信
政
策
へ
と
広
が
り
、
国
際
会
議
を
主
導
す
る
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
の
国
際
化
と
い
う
潮
流
の
中
で
や
は
り
重
責
を
担
う
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
う
し
た
実
績
か
ら
、
郵
政
省
（
当
時
）
電
波
監
理
審
議
会
会
長
に
就
か
れ
、
実
際
の
政
策
・
政
治
の
場
で
活
躍
す
る
機

会
も
増
大
し
た
。
そ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
二
〇
〇
〇
年
に
勲
二
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
た
。

　

生
田
先
生
は
、
教
育
者
と
し
て
も
そ
の
力
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
た
。
慶
應
義
塾
に
限
っ
て
み
て
も
、
鶴
木
眞
先
生
（
法
学
部
）、

霜
野
壽
亮
先
生
（
同
）、
伊
藤
陽
一
先
生
（
新
聞
研
究
所
、
総
合
政
策
学
部
）
と
い
っ
た
後
進
を
育
成
さ
れ
た
。
そ
れ
以
外
の
大
学
で

も
、
先
生
の
教
え
を
受
け
た
数
多
く
の
研
究
者
が
現
在
も
な
お
活
躍
中
で
あ
る
。
ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
業
界
で
は
、
生
田
ゼ
ミ
出
身
者
、
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あ
る
い
は
新
聞
研
究
所
で
先
生
の
ご
指
導
を
受
け
た
塾
員
も
実
に
数
多
く
い
る
。
木
村
太
郎
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）、
滝
鼻
卓
雄
氏

（
讀
賣
新
聞
社
元
社
長
・
会
長
）、
坂
東
愛
彦
氏
（
朝
日
新
聞
社
元
専
務
）、
喜
多
恒
雄
氏
（
日
本
経
済
新
聞
社
社
長
）、
瀬
下
英
雄
氏
（
元

Ｎ
Ｈ
Ｋ
記
者
、
綱
町
三
田
会
代
表
幹
事
）
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
江
國
滋
氏
（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）、
清
原
慶
子
氏
（
東
京
都
三
鷹
市
長
：
元

東
京
工
科
大
学
メ
デ
ィ
ア
学
部
長
）
も
先
生
の
ご
指
導
を
受
け
た
方
々
で
あ
る
。

　

私
は
生
田
先
生
の
い
わ
ば
孫
弟
子
に
あ
た
る
。
先
生
の
ご
自
宅
や
軽
井
沢
の
別
荘
に
お
邪
魔
し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
し
た
時
の
先
生
は
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の
グ
ラ
ス
を
か
た
む
け
な
が
ら
、
実
に
楽
し
そ
う
に
語
ら
れ
て

い
た
。
研
究
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
戦
争
体
験
や
大
好
き
な
ゴ
ル
フ
の
話
な
ど
を
よ
く
さ
れ
て
い
た
。

　

二
〇
一
一
年
二
月
、
生
田
先
生
を
お
慕
い
す
る
方
々
が
集
っ
て
「
米
寿
を
お
祝
い
す
る
会
」
が
銀
座
で
催
さ
れ
た
。
先
生
は
上
機

嫌
で
、
楽
し
そ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
ひ
と
月
も
経
た
な
い
う
ち
に
、
先
生
が
ご
自
宅
で
倒
れ
ら
れ
た
と
い
う
知
ら
せ

が
届
い
た
。
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
あ
っ
た
。
何
度
か
お
見
舞
い
に
う
か
が
っ
た
。
ベ
ッ
ド
の
脇
に
一
冊
の
ノ
ー
ト
が
置
か
れ
、

そ
こ
に
は
お
見
舞
さ
れ
た
方
々
の
暖
か
い
言
葉
が
つ
づ
ら
れ
て
い
た
。
一
年
余
り
の
闘
病
生
活
の
後
、
先
生
は
旅
立
た
れ
た
。

　

二
〇
一
二
年
六
月
、「
生
田
正
輝
先
生
を
偲
ぶ
会
」
が
生
田
家
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。
浜
田
純
一
東
京
大
学
総
長
（
当
時
、
日

本
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
会
長
）、
そ
し
て
清
家
篤
慶
應
義
塾
長
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
参
列
を
い
た
だ
い
た
。
会

場
の
片
隅
で
、
私
も
先
生
の
在
り
し
日
の
お
姿
を
思
い
出
し
て
い
た
。

　

生
田
先
生
、
長
い
間
の
ご
指
導
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

　
　

二
〇
一
三
年
（
平
成
二
五
年
）
七
月

法
学
部
長　

大
石　
　

裕


